
部会 № 委員 氏　　名

1 市民委員 菊池
キクチ

紘一
コウイチ

大東

2 市民委員 高橋
タカハシ

克俊
カツトシ

花泉

3 市民委員 千葉
チバ

勝雄
カツオ

川崎

4 市民委員 千葉
チバ

登喜代
トキヨ

一関

5 市民委員 千葉
チバ

大
マサル

藤沢

6 市民委員 宮田
ミヤタ

穏
シズカ

一関

7 市民委員 遊佐
ユサ

芳
ヨシ

泰
ヒロ

一関

8 職員委員 木村
キムラ

剛
ツヨシ

商業係長 商工労働部　商業観光課

9 職員委員 及川
オイカワ

和美
カズミ

課長補佐兼労働政策係長 商工労働部　労働政策課

10 職員委員 鵜
ウノ

浦
ウラ

尚文
ナオフミ

課長補佐兼農政企画係長 農林部　農政課

11 オブザーバー 佐藤
サトウ

芳郎
ヨシロウ

花泉 総合計画審議会

12 オブザーバー 原田
ハラダ

哲
サトシ

花泉 総合計画審議会

13 ファシリテーター 狩野
カノ

幹夫
ミキオ

いちのせき市民活動センター

14 市民委員 小山
オヤマ

裕貴
ユウキ

一関

15 市民委員 小巖
コイワ

清人
キヨト

一関

16 市民委員 小島
コジマ

圭
ケイ

之
シ

大東

17 市民委員 高橋
タカハシ

隆
タカシ

花泉

18 市民委員 千葉
チバ

美恵
ミエ

千厩

19 市民委員 千葉
チバ

もと子
コ

藤沢

20 市民委員 新田
ニッタ

貴
キ

江
エ

子
コ

一関

21 職員委員 松川
マツカワ

一仁
カズヒト

情報化推進係長 総務部　総務課

22 職員委員 中村
ナカムラ

慶一
ケイイチ

課長補佐兼交流推進係長 まちづくり推進部　まちづくり推進課

23 職員委員 佐藤
サトウ

俊憲
トシノリ

主査 建設部　道路建設課

24 オブザーバー 金
キン

野
ノ

久美
クミ

一関 総合計画審議会

25 オブザーバー 沼倉
ヌマクラ

恵子
ケイコ

一関 総合計画審議会

26 ファシリテーター 千葉
チバ

歩
アユミ

いちのせき市民活動センター

27 市民委員 浅野
アサノ

裕美
ヒロミ

一関

28 市民委員 伊師
イシ

みゆき 一関

29 市民委員 岩渕
イワブチ

和子
カズコ

室根

30 市民委員 大志田
オオシダ

聡
サトシ

一関

31 市民委員 小野寺
オノデラ

宏一
コウイチ

千厩

32 市民委員 小池
コイケ

学
マナブ

一関

33 市民委員 佐々木
ササキ

香奈
カナ

一関

34 職員委員 金
コン

誠
セイ

喜
キ

いきがいづくり係長 まちづくり推進部　いきがいづくり課

35 職員委員 千葉
チバ

寧
ヤスシ

課長補佐兼児童家庭係長 保健福祉部　子育て支援課

36 職員委員 佐藤
サトウ

正彦
マサヒコ

骨寺荘園係長 教育部　骨寺荘園室

37 オブザーバー 千葉
チバ

真美子
マミコ

花泉 総合計画審議会

38 オブザーバー 水谷
ミズタニ

みさえ 一関 総合計画審議会

39 ファシリテーター 畠山
ハタケヤマ

信
ノブ

禎
ヨシ

いちのせき市民活動センター
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部会 № 委員 氏　　名 備考

40 市民委員 菅野
カンノ

健二
ケンジ

一関

41 市民委員 佐藤
サトウ

敏郎
トシロウ

一関

42 市民委員 佐藤
サトウ

守
マモル

千厩

43 市民委員 佐藤
サトウ

充
ミツル

一関

44 市民委員 鈴木
スズキ

美
ミ

感
ナ

子
コ

東山

45 市民委員 鈴木
スズキ

陽介
ヨウスケ

一関

46 市民委員 吉田
ヨシダ

進
ススム

千厩

47 職員委員 宮野
ミヤノ

剛
ゴウ

輔
スケ

環境・エネルギー係長 市民環境部　生活環境課

48 職員委員 佐藤
サトウ

高志
タカシ

主査 建設部　都市整備課

49 職員委員 鈴木
スズキ

正志
マサシ

課長補佐兼管理係長 上下水道部　下水道課

50 オブザーバー 小岩
コイワ

邦弘
クニヒロ

一関 総合計画審議会

51 オブザーバー 　徳
トク

谷
タニ

喜久子
キクコ

一関 総合計画審議会

52 ファシリテーター 須藤
ストウ

達矢
タツヤ

いちのせき市民活動センター

53 市民委員 小野寺
オノデラ

京子
キョウコ

川崎

54 市民委員 河島
カワシマ

一男
カズオ

一関

55 市民委員 小岩
コイワ

英
ヒデ

聰
サト

花泉

56 市民委員 佐々木
ササキ

悦子
エツコ

一関

57 市民委員 鈴木
スズキ

隆
タカシ

東山

58 市民委員 鈴木
スズキ

正文
マサフミ

一関

59 市民委員 髙橋
タカハシ

飛鳥
アスカ

花泉

60 職員委員 小岩
コイワ

武彦
タケヒコ

主査 保健福祉部　福祉課

61 職員委員 千田
チダ

浩一
コウイチ

課長補佐兼福祉企画係長 保健福祉部　長寿社会課

62 職員委員 鈴木
スズキ

博
ヒロ

実
ミ

課長補佐兼住民安全係長 消防本部　防災課

63 オブザーバー 及川
オイカワ

忠
タダシ

藤沢 総合計画審議会

64 オブザーバー 畠中
ハタナカ

良之
ヨシユキ

一関 総合計画審議会

65 ファシリテーター 佐藤
サトウ

大輔
ダイスケ

いちのせき市民活動センター

部会
番号

1

2

3

4

5

4

みんなが交流して地域が賑わ
うまち

みんなが交流して地域が賑わ
うまち

5

地域資源をみがき生かせる魅
力あるまち

郷土の恵みを未来へ引き継ぐ
自然豊かなまち

みんなが安心して暮らせる笑
顔あふれるまち

部会名 関係分野

農林水産業、工業、商業・サービス業、雇用、観光

都市間交流・国際交流、道路、公共交通、地域情報化、地域づくり活動、地域コミュニ
ティ

子育て、義務教育・高等学校教育・高等教育機関、青少年の健全育成、生涯学習、文化芸術・ス
ポーツレクリエーション、人権・男女共同参画、文化財の保護・地域文化の伝承、骨寺村荘園遺跡
保護

自然環境、公園・都市緑化、低炭素社会、循環型社会、住環境、上水道、下水道

医療、地域福祉、高齢者福祉、障がい者福祉、健康づくり、防災、消防・救急・救助、防
犯・交通安全
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「一関市まち・ひと・しごとを語る会（あなたの声をまちづくりに）」の開催について 

 

１ 目的 

  まちづくりを進めていくためには、市民、関係団体、民間事業者やＮＰＯ等の参加、

協力が重要となります。このため、次期総合計画及び総合戦略策定にあたっては、  

幅広い年齢層からなる市民や関係団体等からの意見を聴き、課題やニーズなどを把握

することとしています。 

  今回は、特に「まち・ひと・しごと」に関わる市民の皆様から直接意見を伺う   

ため、標記語る会を開催するものです。 

  なお、この会での意見は、市において計画等の策定や、総合計画実施計画事業等の

検討の参考とするとともに、事業を実施していく上での参考にするなど、多方面に 

生かしていくこととします。 

 

２ 開催日 

  平成 27 年５月 30日（土）、６月６日（土） 両日とも 13 時から 

 

３ 開催場所 

 一関市役所（5/30：会議室棟第３会議室、6/6：２階大会議室） 

 

４ 対象、方法 

対象：部、支所から推薦された「まち・ひと・しごと」に関わる幅広い年齢層の   

市民 30 人 

  方法：参加者をＡ～Ｆの６グループに編成し、グループに分かれてテーマについて

それぞれ意見を発表してもらう。 

 

５ 意見発表テーマ 

別紙のとおり 

 

６ 日程 

(１) スケジュール 

   ・５月 30日（土）13：00～13：30 説明、13：40～15：10 意見発表① 

   ・６月６日（土） 13：00～14：30 意見発表②、14：40～16：10 意見発表③ 

            16：20～17：00 全体会 

 

(２) 説明  ：総合計画・総合戦略の概要や会の進め方を説明する。 

(３) 意見発表：グループに分かれて参加者から意見を述べる。 

（※参加者は２日間で全てのテーマについて発言する） 

(４) 全体会 ：各グループで出された意見を発表し、出席者間の共有を図る。 
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７ 意見発表の流れ 

 

  しごと（90分） 

   テーマ１「○○するためにはどうしたらよいか」（約 20 分） 

     出席市民全員から意見を述べてもらう（１人３分目安） 

     全員の発言後に追加して意見があれば述べてもらう 

     書記役の職員は出された意見を記録する 

 

テーマ２「○○するためにはどうしたらよいか」（約 20 分） 

（以下、全テーマが終了するまで繰り返し） 

 

  ひと（90分）、まち（90 分） 

（以下同じ） 
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○　一関市まち・ひと・しごとを語る会テーマ一覧

区分 目指すもの № テーマ 視点

○しごと 雇用を創出する 1 起業者を増やす（応援する）ためには。 活用できる地域資源は何か。

【中東北の拠点都市の形成】 どのような分野で起業できるか。

　若者や女性が集うまち 2 一関産のブランド化を図るためには。 高付加価値化を図るためには。

6次産業化を進めるためには。

3 仕事を魅力のあるものにするには。 若い人に魅力のある職業、職場は。

女性に魅力のある職業、職場は。

女性が働き続けられる職場は。

外から人を呼び込む 4 一関市に移住してもらうためには。 魅力のあるまちとは。

関心をもってもらうためには。

知ってもらうためには。

○ひと 結婚できる 1 結婚したいと思えるためには。結婚を希望する人が結婚できるためには。 結婚したいと思えるようにするには。

【子育て支援】 結婚ができる環境にするためには。

　子育てしやすいまち 安心して出産、子育てができる 2 安心して出産、子育てができるためには。 安心して出産するためには。

仕事と子育てを両立させるためには。

男性も育児に参加しやすい環境とは。

3 子どもが健やかに育つためには。 子どもの安全、安心な居場所とは。

地域全体で子育てを支えるためには。

○まち 市民が主役の地域づくり 1 地域づくりに主体的に参加するためには。 若い人が地域づくりに参加するためには。

【時代に合った地域づくり】 地域のことを自分たちのこととして考えてもらうためには。

　住みたい、住んで良かったまち 時代に合った地域づくり 2 だれもが元気で暮らすためには。 社会に参加し、生きがいをもち、健康で暮らすためには。

市民が幸せに暮らす 3 安心して暮らすためには。 安全なまちを実現するためには。

4 ふるさとに誇りと愛着をもつためには。 若者が出ていかない、帰ってくるまちにする。
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一関市のまち・ひと・しごとを考える 

高校生によるワークショップ 

一関市では、まちづくりの指針となる平成 28 年度

を初年度とする次期総合計画基本計画や、まち・ひ

と・しごと創生総合戦略の策定を進めています。 

一関市の将来のまちづくりについて、高校生の視点

で、若者や女性が集うまち、子育てしやすいまち、住

みたい・住んで良かったまちにするためにはどんなこ

とをしたらよいか、みんなで考え、話し合ってみませ

んか。 

平成27 年6 月20 日 （土） 13：30 ～ 17：00 

【 場 所 】 一関図書館（１階学習室） 

【 内 容 】 グループごとのワークショップ 

若者や女性が集うまち 

子育てしやすいまち 
住みたい・住んで良かったまち   

をテーマにグループごとに具体的なアイディアを考え、発表して 

いただきます。 
 

【 事務局 】 一関市役所 市長公室 政策企画課 

〒021-8501 一関市竹山町７－２ 

ＴＥＬ 21-8641 ＦＡＸ 21-2164 

Email : seisaku@city.ichinoseki.iwate.jp 
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